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人 口 調 べ

( 昭和52年2 月1 日現在)
世 帯　　202, 467

男　　　314, 235
女　　　306, 209

計　　　620, 444
(前月より628 人増)

東 伊 興 児 童 館

新たにオープン
開

館

は

四

月

一

日

か

ら

区
内
に
は
、
児
童
が
楽
し
く
安
全
に
遊
ぷ
こ
と
の
で
き
る
児
童

館
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
施
般
は
、
す

べ
て
自
由
に
無
料
で
利
用
で
き
る
ほ
か
。工
作
や
音
楽
な
ど
各
種

の
教
室
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン

す
る
礙
伊
興
児
童
館
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

区
で
六
番
目
の

東
伊
興
児
童
館

東
伊
具
地
区
に
区
で
六
番
目
の
児
童

館
が
、
四
月
一
日
か
ら
開
館
し
ま
す
。

こ
の
児
童
館
は
、足
立
清
掃
工
場
の

関
連
施
設
の
一
環
と
し
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。

児
童
館
は
、子
供
た
ち
に
健
全
な
遊

ぴ
を
与
え
、健
康
を
増
進
し
、あ
わ
せ

て
情
操
を
ゆ
た
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
般
け
ら
れ
、施
設
の
な
か
に
は
、

図
書
室
、音
楽
室
、工
作
室
な
ど
が
あ

り
、自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。ま
た
、

留
守
家
庭
児
童
の
小
学
校
低
学
年
を
対

象
と
し
た
学
童
保
育
室
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、こ
の
施
設
に
は
、一
般
の
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
た
集
会
室
が
併
股
さ

れ
て
い
ま
す
。

間もなく開館する東伊興児童館

施
設
内
容
と
概
要

所
在
地
　
東
伊
興
町
三
九

電
話
　
(
九
七
-
二
二
二
五

交
通
　
東
武
線
竹
の
塚
駅
か
ら
徒
歩
妁

十
五
分
、
ま
た
は
都
営
バ
ス
足
立
済

掃
工
場
下
車
徒
歩
約
十
分

建
物
の
構
造
と
規
模
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
、
平
屋
建
、
延
床
面
積
石

九
九
・
九
九
平
方
メ
ー
ト
ル

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
(

遊
き
室
)
・

図
書
室
・
音
楽
室
・
工
作
室
・
学
斎

保
育
室
・
集
会
窒

□
児
童
館

▽
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
(
遊
き
室
)
…

卓
球
台
が
置
い
て
あ
り
。
自
由
に
広

場
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
。
集
会

や
遊
び
に
使
用
で
き
ま
す
。

▽
図
一
室
・・・
絵
本
や
児
童
小
脱
が
あ
り

読
書
や
勉
強
の
場
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

▽
音
楽
室
・・・打
楽
器
、
簪
弦
楽
器
な
ど

各
種
の
楽
器
を
そ
ろ
え
て
あ
り
、
演

奏
や
コ
ー
ラ
ス
奢
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。

▽
工
作
室
…
ね
ん
土
。
紙
細
工
や
木
工

作
が
で
き
る
よ
う
に
各
種
の
工
具
を

そ
ろ
え
て
あ
り
ま
す
。

▽
学
童
保
育
室
・・・
家
庭
保
育
に
恵
ま
れ

な
い
児
童
が
と
も
だ
ち
と
楽
し
く
遊

ひ
、
ま
た
学
習
の
場
と
し
て
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

□
集
会
室

皆
さ
ん
の
集
会
、
教
養
の
楊
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
で
す
。

▽
休
館
日
は
。
次
の
と
お
り
で
す
。

○
毎
週
月
曜
日
(
第
三
日
曜
日
の
翌
日

は
除
き
ま
す
)

○
毎
月
第
三
日
曜
日

○
毎
月
第
一
木
曜
日
(
館
内
整
理
日
)

○
国
民
の
祝
日
。
年
末
年
始

た
だ
し
、
七
月
二
十
日
か
ら
(
月
三

干

一
日
ま
で
は
。
館
内
盤
理
日
を
除
い

て

。
毎
週
日
昭
日
が
休
館
日
と
な
り
ま

す
。
ま
た
。
「
子
供
の
日
」　
(五
月
五

日
)

に
は
開
館
し
ま
す

。

み
ん
な
と
も
だ
ち

楽
し
く
遊
ぼ
う

子
供
た
ち
の
施
設
と
し
て
。
東
伊
輿

児
童
館
の
ほ
か
に
、
児
童
館
が
五
館
。

セ
ン
タ
ー

が
五
館
あ
り
ま
す
。
ま
た
。

遊
ぴ
な
が
ら
交
通
道
徳
が
学
べ
る
交
通

・
公
園
が
一
か
所
あ
り
ま
す
。

一

こ
れ
ら
の
施
設
に
は
ヽ
毎
日
ヽ
子
妣

・
た
ち
の
楽
し
い
笑
い
声
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
ゲ
ー

ム
や
卓
球
。
工
作
や
合
唱
な

ど
思
い
思
い
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
と
も

一
だ
ち
と
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
、

児

童

館

現
在
、
区
内
に
は
、
西
伊
興
・
新
田

・
千
住
あ
ず
ま
・
本
木
東
・
い
り
や
の

各
児
竃
館
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
。
東
伊
興
児
重
館
と
同
じ

よ
う
に
、
オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
な
ど
が
で
き

る
コ
ー
ナ
や
み
ん
な
で
話
し
あ
え
る
集

会
室
、卓
球
室
、音
楽
室
、工
作
室
、

図
一
室
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー

区
民
セ
ン
タ
ー

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
。
自
由

に
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

区
内
に
は
、
東
部
・
中
部
・
西
部
・

千
住
の
各
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
花
畑
区
民

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
。
子
供
を
対
象
と
し
た
施

設
と
し
て
、
音
楽
室
・
工
作
室
・
卓
球

室
・
図
一

室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
。
ホ
ー
ル
で
は
。
映
画
会

・
子
供
会
な
ど
楽
し
い
催
し
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。

交

通

公

園

実
際
の
道
路
と
同
じ
よ
う
に
信
号
機

や
横
断
歩
道
な
ど
が
設
備
さ
れ
。
ゴ
ー

カ
ー
ト
、
三
輪
車
な
ど
の
乗
り
も
の
を

使
い
。
遊
ひ
な
が
ら
交
通
道
徳
が
身
に

つ
け
ら
れ
る
の
が
こ
の
施
股
で
す
。

交
通
マ
ー
ナ
ー
や
交
通
知
識
を
お
ぽ

え
る
た
め
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

こ
れ
ら
の
施
設
の
M
茸
時
間
は
、
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

。
入
館
は

無
料
で
す
。

休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
(
第
三
日

曜
日
の
翌
日
は
除
く
)
と
祝
日
。
第
三

日
曜
日
、
年
末
年
始
で
す
。
ま
た
。
児

竟
館
は
第
一
木
曜
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
は
第
四
木
曜
日
・

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

は
第
三
日
皿
日
の
翌
日
が
館
内
整
理
日

の
た
め
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

な
お
、夏
休
み
期
間
中
(
七
月
二
十

日
?
(
月
三
十
一
日
)
は
。毎
週
日
曜

日
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

● 児 童 館

西 伊 興　897- 6948 西伊具町37- 5

( 竹の塚駅下車20分)

釿 旧　912- 3421 新田2 丁目1- 13
( 西新井警察署前から
国隈興業パス新田小学校下車10分)

千f l あ ずま　882- 12 】8 千住東2 丁目21- 】8
(牛田駅・京成関屋駅下琳5 分)

本 木 東　849- 3005 本木2 丁目13- 11

'北千住駅から火武パス本木新道下車3 分1

い り や　855- 1050 舎人町2122
竹の塚駅から東武パス舎人町下車15分'・

● 区民福祉センター

東 部　605- 7101 柬綾瀬1 丁目5- 17

1縵瀾駅下車5 分〕

中 部　889- 4661 関原2 丁目】0- 10

( 梅鳥駅下車15分)

西 部　897- 5016 鹿浜2 丁目24- 2
r西新井駅;う・ら東武パス鹿浜2 丁目下車5 分)

・r・f t 882- 2765 千 住元町34- 1
北千俘,駅から都営・東武パス桜木町下車2 分:

● 区民 センター

花 畑　850- 2617 花畑土地区画整理

組合施行地区47 ブロック

' 竹の塚駅から東武パス団地入口下車7 分)

● 交通公園

東部児童交通公聞　605- 7101 柬綾瀬1 丁目5- 1?　　　　　
・,綾瀬駅下車5 分1

 

竹
の
塚
西
自
転
車
置
場
を
開
設

―

自
転
車
安
全
利
用
に
心
が
け
よ
う―

去
る
三
月
一
日
、竹
の
塚
駅
西
口
に

七
番
目
の
自
転
車
置
場
(
写
真
・
地

図
)
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
自
転
車
置
場
は
、竹
の
塚
駅
西

口
か
ら
北
へ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
い
っ
た
と
こ
ろ

で
、
千
二
百
台
が
収
容
で
き
ま
す
。

自
転
車
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
ル
ー
ル

を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

路
上
放
置
は

や
め
ま
し
ょ
う

自
転
車
は
、
手
軽
な
交
通
手
段
と
し

て
。
通
動
・
通
学
・
買
物
な
ど
に
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
足
立
区

の
交
通
事
情
か
ら
も
、
区
民
の
大
切
な

″
足

″
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

し
か
し
、一
部
の
心
な
い
人
た
ち
に

よ
っ
て
、安
易
に
自
転
車
を
駅
前
な
ど

に
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
路

上
放
置
は
、町
の
美
観
を
そ
こ
ね
る
だ

け
で
な
く
、交
通
事
故
な
ど
の
原
因
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

自
転
車
置
場
を

設
置
し
て
い
ま
す

そ
こ
で
、
区
で
は
。
車
は
車
庫
に
。

自
転
車
は
自
転
車
置
場
に
と
い
う
こ
と

か
ら
、
駅
前
の
放
一
自
転
車
を
少
し
で

も
な
く
し
て
い
こ
う
と
、
昭
和
四
十
九

年
か
ら
自
転
車
置
場
の
設
置
に
努
力
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
次
の
と
こ
ろ

一
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
綾
瀬
駅
高
架
下
-

千
五
百
台

▽
五
反
野
駅
高
架
下
-

七
百
五
十
台

▽
梅
島
駅
高
架
下
-

四
百
台

▽
西
新
井
駅
璋
七
下
-

七
百
台
(
都
建

睨
分
)

▽
竹
の
塚
駅
北
側
-
千
二
百
台

▽
竹
の
塚
駅
東
側
一

三
百
台

▽
北
千
住
駅
西
ロ
ー
五
百
台

自
転
車
利
用
の
方
に

お
願
い

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の
た
め
に
。
自

転
車
置
場
の
設
置
計
画
を
進
め
て
い
き

ま
す
が
、
用
地
の
確
保
、
増
え
続
け
る

自
転
車
な
ど
難
し
い
問
題
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
区

で
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
次
の
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。
旧
駅

か
ら

近
い
方

は

、
健
康
の
た
め
に
も
歩
い
て
い
た
だ

き
。
遠
距
離
者
に
置
場
を
ゆ
ず
っ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
叨
置
場
内
で
長
期
間

の
放
置
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

足
立
区
は
、
自
転
車
安
全
利
用
モ
デ

ル
都
市
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
一

場
の
問
胆
は

。
区
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
転
車
を
利
用
す
る
方
の

協
力
が
な
け
れ
ば
正
し
い
ル
ー
ル
は
保

て
ま
せ
ん
の
で
。次
の
こ
と
を
守
り

、自

転
車
を
安
全
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
自
転
車
に
は
必
ず
住
所
・
氏
名
・
防

犯
登
録
を
し
ま
し

ょ
う
。

◎
頑
丈
な
鍵
を
つ
け
　

ま
し
ょ
う
。

◎
置
場
内
に
は
、夜
　

閲
お
よ
ぴ
畏
期
間

の
放
置
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

◎
駅
周
辺
な
ど
の
放
置
は
絶
対
に
や
め
　

ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
や
め
ま
し
″
　

う
。

竹の塚西自転車置場

申
請
は
お
済
み
で
す
か

私
立
幼
稚
園
・
幼
稚
園
類
似
施
設

園
児
の
保
護
者
に
対
す
る
補
助
金

す
で
に
、
「区
の
お
知
ら
せ
」(
二

月
五
日
号
)
で
ご
案
内
し
ま
し
た
か
。

私
立
幼
稚
園
お
よ
ぴ
幼
稚
園
類
似
施
股

園
児
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、区
で
は
補
助
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。区

外
の
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園

糲
似
施
設
に
在
輜
す
る
園
児
の
保
護
者

で
、ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方

は
、至
急
申
鬚
し
て
く
だ
さ
い
。

・
区
内
の
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園

類
似
施
設
の
園
児
の
保
護
者
の
方
は
、

圜
で
申
萌
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、幼
稚
園
類
似
施
設
と
は
、補

助
金
基
準
に
該
当
し
た
園
で
、
保
育
所

は
骸
当
し
ま
せ
ん

。

<
補
助
金
の
額
>

五
歳
児
―
一
人
に
つ
き
月
額
二
千
五
百

円
四
歳
児
―
一
人
に
つ
き
月
額
千
七
百
円

【
年
齢
は

。
昭
和
五
十

】年
四
月
一
日

現
在
の
膺
年
齢
に
よ
る
)

<
受
付
場
所
お
よ
び
受
付
期
限
>

○
区
役
所
四
階
総
務
課
総
務
係

○
三
月
十
日
(
木
)
ま
で

※
な
お
。
昭
和
五
十
一
年
度
の
補
助
必

・
を
期
限
ま
で
に
申
請
し
な
い
と
・

補
助

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
必
f

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
総
務
係
へ

。

セ
ン
タ
ー

だ

よ

り

□
東
部
区
氏
福
祉
セ
ン
タ
ー

六
〇
五
一
七
一
〇
一

O
講
演
会
一
六
日
(
日
)
午
後
一
時

三
十
分
=
・
演
題
「子
ど
も
の
見
方
と

親
の
役
割
」
、講
師
-
増
田
苴
氏

○
子
ど
も
映
画
会
一
十
二
日
(
土
)

午
後
二
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
八
九
一
四
六
六
一

O
子
ど
も
映
画
会
-
五
日
・
十
二
日

・
十
九
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
O

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
お
話
の
集

い
I
六
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
O

マ
ラ
ソ
ン
を
し
よ
う
一

十
三

日

(
日
)
午
後

】時

○
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
ニ
十
三
日
　

(
水
)
午
後
三
時
○
老
人
健
康
相

談
-
十
五
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十

分
○
老
人
教
室
会
員
募
集
-
十
六

日
(
水
)
午
前
九
時
…
民
謡
五
十

名
、
時
吟
四
十
名
、
茶
道
十
五
名
、

書
遭
二
十
名
、
手
芸
二
十
五
名

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
九
七
一
五
〇
一
六

○
老
人
教
室
会
員
募
集
-
五
日
(
土
)

午
前
九
時
・・・
茶
道
二
十
名
、
生
花
二

十
名

、
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
十
名
O

老
人
将
棋
大
会
一
十
二
日
(
土
)

午
前
十
時
三
十
分
・・・
定
員
五
十
名
O

児
童
映
画
会
-
十
二
日
(
土
)
午

後
二
時
三
十
分

○
老
人
健
康
相
談
-

十
五
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
八
二
一
二
七
六
五

○
老
人
茶
遭
教
室
会
員
募
集
-
五
日

(
土
)
午
前
九
時
=・
定
員
二
十
名
O

老
人
踊
り
教
室
一

九
日
・
十
六
日

(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

○
い
け

花
展
示
会
1
十
一
日
(
金
)
午
前
十

時
三
十
分
O

老
人
健
康
相
談
一
十

五
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

○
老
人
映
画
会
-
十
七
日
(
木
)
午

前
十
時
三
十
分
○
卓
球
大
会
-
二

十
六
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
・・・

申
込
み
は
十
五
日
(
火
)
か
ら

□
西
伊
興
児
重
館八

九
七
一
六
九
四
八

○
卓
球
教
室
-
六
日
(
日
)
午
後
三

時

○
謇
の
子
ど
も
人
形
劇
-
十
三

日
(
日
)
午
後
二
時

○
子
ど
も
映

画
会
一
十
九
日
(
土
)
午
後
三
時

□
本
木
東
児
童
館八

四
九
一
三
○
○
五

O
紙
工
作
ロ
ケ
'
ト
ー
五
日
(
土
)
　

午
後
二
時

○
卓
球
教
室
-
十
二
日

一
・
十
九
日
(
土
)
午
後
二
時

○
紙
芝

居
―
毎
週
火
曜
日
午
後
三
時
三
十
分

○
ス
チ
レ
ン
版
画
一
十
六
日
(
水
)

午
後
三
時
・
:定
員
二
十
名

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館

九
一
二
一
三
四
ニ
ー

○
老
人
教
室
会
員
募
集
-
華
道
二
十

名
、茶
道
十
名
、民
謡
四
十
名
、三

昧
線
十
名
・・・申
込
み
は
五
日
(
土
)

か
ら
O

人
形
劇
団
ポ
ポ
ロ
公
演
一

五
日
(
土
)
午
後
二
時
O

老
人
カ

ル
タ
会
-
六
日
(
日
)
午
前
十
時

○
老
人
書
道
ク
ラ
ブ
ー
十
日
・
十
七

日
(
木
)
午
前
十
時
O

老
人
落
躇

大
会
一

十
三
日
(
日
)
午
後
一
時

○
老
人
映
画
会
一

十
七
日
(
木
)
牛

後
一
時

○
子
ど
も
映
画
会
一
十
九

日
(
土
)
午
後
二
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館

八
八
二
ー
一
二
一
八

〇
ひ
な
ま
つ
り
I
五
日
(
土
)
午
柵

二
時
O

老
人
浪
曲
大
会
一
十
三
日

(
日
)
午
後
○
時
三
十
分

○
工
作

教
室
-
十
三
日
(
日
)
午
前
十
時
O

老
人
三
昧
線
教
室
会
員
募
集
-
十

六
日
(
水
)
午
前
九
時
・・・
定
員
十
五

名

○
子
ど
も
映
画
会
一

十

九
日

(
土
)
午
後
二
時

○
木
き
れ
工
作
-

十
九
日
(
土
)
午
後
二
時

□
い
り
や
児
童
館
・
老
人
館

八
五
五
一

一
〇
五
〇

○
影
絵
か
か
し
座
公
演
一

六
日
(
旦

午
後
一
時
三
十
分

○
老
人
華
道
敖

室
会
員
募
集
-
(

β
(
火
)
午
前
十

時
…
定
員
二
十
名

○
音
楽
教
室
-

九
日
(
水
)
午
後
二
時

○
老
人
将

棋
ク
ラ
プ
ー
十
日
・
十
七
日
(
木
)

午
前
十
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー八

五
〇
ー
八
八
〇
一

○
映
画
の
タ
ベ
ー
十
九
日
(
土
)
牛

後
六
時
・・・
「
二
十
四
の
筺
」

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

八
五
〇
一

二
六
一
七

O
人
形
劇
団
パ
ン
ダ
公
演
一
五
日
　

(
土
)
午
後
二
時
三
十
分
○
老
人

踊
り
教
室
一
九
日
・
十
六
日
(
水
)

午
後
一
時
○
手
芸
教
室
-
十
日
　

(
木
)
午
後
一
時
・
:
教
材
費
七
百
五

十
円
○
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
士
一

日
(
土
)
午
後
二
時
○
お
か
し
椈

り
I
十
五
日
(
火
)
午
後
一
時
三
{

分
・
・
・
材
料
費
二
百
円
○
老
人
将
椪

大
会
-
十
九
日
(
土
)
午
前
九
時
=

十
分
・
=
定
員
三
十
名
、申
込
み
は
{

一
日
(
金
)

か
ら

〔教
材
費
の
明
記
し
て
い
な
い
教
室

は
無
料
で
す
〕

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、W

接
喬
旆
設
の
I
扁
塞
へ
>
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防
災
は
ふ
だ
ん
の
心
が
ま
え
か
ら

―
出
張
所
ご
と
に
防
災
訓
練
を
実
施―

大
地
震
な
ど
の
災
害
は
、
い
つ
起
こ
　

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
、
災
客
　

が
発
生
し
た
と
き
、
そ
の
被
害
を
最
少
　

限
に
く
い
と
め
る
た
め
、
区
で
は
、
避
　

難
場
所
・
避
難
遭
路
の
設
一
、
貯
水
槽

一
・
備
蓄
倉
庫
・
消
火
器
の
整
備
、
防
災

・
馴
練
の
爽
施
な
ど
推
進
し
て
い
ま
す
。

・
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
皆
さ
ん
の
日
ご
'
　

ろ
か
ら
の
心
が
け
や
協
力
が
、
被
害
t
　

最
少
限
に
す
る
た
め
に
必
要
で
す
。

「
備
え
あ
れ
ば
う
れ
い
な
し
」
と
い
　

わ
れ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
　

も
防
災
の
話
し
合
い
や
防
災
訓
練
な
ど
　

積
極
的
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

防
災
訓
練
に

ご
参
加
を

区
で
は
、
出
張
所
ご
と
の
防
災
馴
練

を
、
警
察
署
・
消
防
署
・
町
会
自
治
会

の
協
力
で
次
の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。

こ
の
馴
練
は
、
区
が
組
織
化
を
呼
ぴ

か
け
て
い
る
防
災
市
民
組
織
の
卮
勵
に

必
要
な
、
情
報
伝
達
・
避
難
誘
導
・
初

期
消
火
・
応
急
救
護
・
給
食
給
水
な
ど

の
馴
練
を
行
な
い
ま
す
。

馴
練
が
行
な
わ
れ
る
出
彊
所
管
内
の

皆
さ
ん
に
は
、
町
会
自
治
会
を
通
じ
て

・
回
ら
ん
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
ご
近

齢

声
を
か
け
あ
っ
て
、
一
人
で
も
多
く

。参
加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
第
十
二
出
張
所
管
内

日
時
　
三
月
十
五
日
(
火
)
午
後
○
時

十
分
圭
一
蒔

三
十
分

場
所
　
宮
城
第
三
団
地
隣
下
水
遭
所
有
　

地
■
第
十
六
出
張
所

日
時
　
三
月
十
七
日
(
木
)
午
後
○
時
　

二
十
分
ヱ

二
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
第
六
兮
公
園
(
第
十
六

出
張
所
南
側
)

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
防
災
課
へ

ど
う
ぞ
。防

災
映
画
を

ご
ら
ん
く
だ
さ
い

区
で
は
、
広
報
映
画

。
私
た
ち
の
足

立
″
シ
リ
ー

ズ
を
製
作
し
て

い
ま

す

が
、
そ
の
四
作
目

″
防
災
編
'
(

カ
ラ

ー
三
十
分
)

が
昨
年
十
二
月
に
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
。
区
内
の
町
会

自
治
会
あ
る
い
は
一
般
家
庭
な
ど
の
防

災
組
織
づ
く
り
や
、
防
災
馴
練
な
ど
。

自
分
た
ち
の
町
を
守
る
多
く
の
人
た
ち

の
姿
を
中
心
に
製
作
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
I
度
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

。

■
映
画
を
借
り
る
に
は

こ
の
映
画
は
。1
6ミ
リ
と
8
ミ
リ
が

あ
り
ま
す
。
ご
ら
ん
に
な
る
人
数
に
応

じ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

<
1
6
ミ
リ
>

使
用
の
三
日
前
ま
で
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
。
借
り
る
に
は

団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
中
央
図
一

館

フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
(
四

〇
-
四
六
四
六

<
8
ミ
リ
>

使
用
の
三
日
前
ま
で
に
電
晒
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
カ
セ
ッ
ト
式
映
写
機

(
写
真
)
で
す
か
ら
簡
単
に
操
作
で
き

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
広
報

課

住民税

所得税

贈与税

の申告は3 月15日まで

申告は、もうお済みです力ヽ。

申告の期限まぎわに'なり・ま

すと、たいへん混み合いま

す。手続 きはお早めにお願

いします。

なお 、税務署の受付、相

談は土曜日の午後と日曜日

は行なっておりませんので

ご了承ください。

足立・西新井税務署

み
んなの

豆
知
識

わ
が
家
の
安
全

ま
ず
戸
締
り
か
ら

(
問
)
あ
き
巣
な
ど
の
犯
罪
は
。
一

年
に
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

(
答
)
昭
和
五
十
一
年
中
の
数
字
で

す
が
。
区
内
で
二
千
六
百
件
の
あ
き

巣
や
忍
ぴ
込
み
な
ど
の
犯
罪
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
日
区
内
の
ど

こ
か
で
約
七
件
も
の
被
害
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
問
)
ど
の
よ
う
な
侵
入
方
法
が
多

い
で
す
か
。

(
答
)
相
変
わ
ら
ず

。眤
破
り
'
や

″こ
わ
し
・
と
い
っ
た
手
口
で
。
玄

関
の
防
犯
般
備
の
弱
い
と
こ
ろ
を
ね

ら
っ
て
侵
入
し
て
い
る
も
の
や
戸
締

り
忘
れ
な
ど

″
無
締
り
″
を
ね
ら
っ

て
侵
入
し
て

い
る

も
の
が
多
い
で

す
。

(
問
)
あ
き
巣
な
ど
は
い
つ
ご
ろ
の

季
節
が
多
い
で
す
か
。

(
答
)
毎
年
、
春
先
か
ら
五
月
頃
に

か
け
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
警
察
で
は
。
被
害
の
多
く
な
る
こ

の
時
期
を
と
ら
え
。
三
月
一
日
か
ら

十
日
間
、
都
内
一
斉
に
「
春
の
防
犯

運
動
」
を
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

(
問
)
今
年
は
ど
の
よ
う
な
連
助
を

行
な
う
の
で
す
か
。

(
答
)
今
年
は
。
日
常
生
活
に
最
も

身
近
な
犯
罪
と
い
え
る

。
あ
き
巣
'

と
オ
フ
ィ
ス
衒
の
'
ビ
ル
荒
し
″
の

防
止
を
重
点
に
実
施
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
。
防
犯
協
会
な
ど
各

籾
団
体
の
協
力
を
得
て
、
口
'
ク
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
戸
締
り
の
点

検
。
ポ
ス
タ
ー
・
ス
テ
'
カ
ー
な
ど

の
広
報
賢
料
で
。
皆
さ
ん
に
正
し
い

戸
締
り
や
正
し
い
カ
ギ
の
か
け
方
な

ど
防
犯
に
心
が
け
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

(
問
)
正
し
い
戸
締
り
な
ど
は
、ど

の
よ
う
に
し
だ
ら
よ
い
の
で
す
か
。

(
答
)
山
玄
関
な
ど
の
出

入
口

に

は

。
シ
リ
ン
ダ
ー
式
箱
眤
な
ど
性
能

の
よ
い
も
の
を
取
付
け
る
。
叨
円
簡

錣
や
棒
カ
ギ
な
ど
。
玄
関
の
ド
ア
に

不
向
き
な
も
の
は
、
早
め
に
性
能
の

よ
い
も
の
に
取
譬
え
る
か
。
こ
じ
開

け
を
防
ぐ
た
め
の
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト

を
取
付
け
る
。
凶
ふ
だ
ん
使
う
捉
前

の
ほ
か
に
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
袖

助
淀
を
取
付
け
ワ
ン
ド
ア
ー
ツ
ー
ロ

ッ
ク
の
備
え
に
す
る
。

ま
た
ド
ア
や
サ
イ
ド
に
ガ
ラ
ス
が

あ
る
と
こ
ろ
は
。
格
子
な
ど
で
補
強

す
る
ほ
か
。
窓
も
ツ
ー
ロ
ッ
ク
方
式

で
補
強
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
締
り
用
や
ガ
ラ
ス
シ
・

。ク
式
の

防
犯
ベ
ル
を
取
付
け
て
お
け
ば
。
な

お
い
っ
そ
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。

(
問
)
留
守
に
す
る
と
き
の
注
意
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

(
答
)
山
ち
ょ
っ
と
留
守
に
す
る
と

き
で
も
必
ず
戸
締
り
を
す
る
習
慣
を

つ
け
る
。
吻
外
出
す
る
と
き
は
。
隣

近
所
な
ど
に
留
守
中
の
用
心
を
お
願

い
す
る
。
凶
留
守
中
の
用
心
を
頼
ま

れ
た
と
き
は

、
快
よ
く
引
き
う
け
、

と
き
お
り
見
回
る

な
ど
の

心
逾
い

を
。
圃
見
な
れ
ぬ
人
が
肪
れ
て
き
た

と
き
は
。
用
件
を
確
か
め
る
。
怪
し

い
と
思
っ
た
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず

警
察
へ
通
報
す
る
。

防
犯
は

。
普
段
か
ら
の
心
が
け
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
隣
近

所
で
話
し
合
い
。
相
互
連
絡
用
防
犯

ベ
ル
を
取
付
け
る
な
ど
。
防
犯
体
制

を
整
え
て
お
き
ま
し
I
つ
。

防
犯
に
関
し
て
の
問
い
合
わ
せ
は

次
の
と
こ
ろ
へ
ど
う
ぞ
。

千
住
警
察
署
　
(
(

一
-

匸
一
四
一

西
新
井
警
察
署
(
【

六
一

一
一
四

】

綾
瀬
警
察
署
　
六
〇
五
-
二
一
一
六

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

各
福
祉
事
務
所
で
は
。
児
重
福
祉
法

に
基
づ
い
て
、
入
院
助
産
施
股
の
利
用

な
ど
の
相
談
受
付
け
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
は
。
妊
産
婦
が
入
院
し
て
分
娩

す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
に
そ
の
費
用
の
全
額
ま
た
は
I

都
奢
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
家
庭
の
た

め
の
制
度
で
す
。
次
の
す
べ
て
に
あ
て

は
ま
る
ご
家
庭
は
、
入
院
助
産
制
度
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
足
立
区
に
住
ん
で
い
る

▽
前
年
分
の
所
得
税
が
九
千
六
百
円
以

下
で
あ
る

▽
妊
娠
七
か
月
以
上
で
あ
る

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
前
年
分
の
所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の

(
課
税
証
明
一

、
源
泉
徴
収
票
、
納

税
通
知
番
の
い
ず
れ
か
)

▽
前
年
度
分
特
別
区
民
税
額
の
わ
か
る
　

も
の
(
課
税
証
明
書
、特
別
徴
収
通
　

知
一
、納
入
通
知
一
の
い
ず
れ
か
)

▽
健
康
保
険
証

▽
母
子
手
噴

▽
印
か
ん

く
わ
し
く
は
、あ
な
た
の
住
所
地
を
-
-

管
轄
す
る
福
祉
事
務
所
へ
。

老
人
医
療
証
の

交
付
申
請
を

濟
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、老
人
医

療
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

至
急
。
医
療
証
の
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し

、
次
に
骸
当
す
る
方
は
医
療

証
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
生
听
保
護
を
受
け
て
い
る
方

○
社
会
保
険
の
被
保
険
者
(
本
人
)
の
方

○
所
得
制
限
額
以
上
の
収
入
の
あ
る
方

な
お
。
す
で
に
老
人
医
療
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、
次
の
よ
う
に
健

康
保
険
が
変
更
に
な
っ
た
方
は
、
変
更

届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
に
な

っ
た
方

▽
社
会
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
な

っ
た
方

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
医
療
係

学
童
保
育
室

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

―
登
録
制
―

区
内
に
は
、
小
学
校
低
学
年
児
童
を

対
象
と
し
た
学
童
保
育
室
が
二
十
一
か

所
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
動
務
す
る
代

替
職
貝
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
者
は
代
替
職
貝
と
し
て
登
録
し

区
か
ら
の
連
絡
で
随
時
勤
務
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

従
事
内
容
　
小
学
校
低
学
年
児
童
の
俔

育
(
一
日
五
時
間
勤
務
)

募
集
人
員
　
十
五
名

資
格
　
四
十
歳
ま
で
の
女
性

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
育
成

係
重
度
心
身
障
害
者
の
方
へ

福
祉
電
話
を
貸
与

心
身
障
客
者
を
か
か
え
て
ぃ
る
世
帯

へ
、・
`
話
を
賃
与
し
ま
す
。

資
格
要
件
　
日
常
生
活
に
輒
話
が
必
要

で

、
次
の
す
ぺ
て
に
骸
当
す
る
世
楙

〇
足
立
区
に
住
ん
で
い
る

○
現
に
電
話
を
も
っ
て
い
な
い

○
障
害
の
程
度
か
身
体
障
害
者
手
帳
一

級
ま
た
は
、
愛
の
手
帳
一
度
の
方
、

お
よ
ぴ
こ
れ
に
準
ず
る
重
度
の
障
害

者
の
方
が
い
る

○
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
か
、
住
民
税
均
等
割
以
下

申
請
に
必
要
な
も
の
　
世
帯
全
員
の
住
　

民
票
の
写
し
/
身
障
手
帳
・
愛
の
手

帳
ま
た
は
診
断
書
/
印
か
ん

申
込
先
　
区
役
所
援
喫
係

乳
幼
児
を
お
持
ち
の

お
母
さ
ん
方
へ

保
健
所
で
は
、
お
子
さ
ん
の
い
る
ご

家
庭
を
対
象
に
、
各
種
栄
養
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
を
。

離
乳
食
講
習
会

日
時
　
三
月
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三

十
分
(
無
料
)

内
容
　
離
乳
初
期
・
中
期
・
後
期
の

話
、
調
理
実
演

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
保
健
所
　

栄
養
室

　
八
四
〇
-
五
一
四
一

栄
養
指
導
講
習
会

日
時
　
三
月
二
十
二
日
(
火
)
午
後
一

時
三
十
分
(
無
料
)

内
容
　
幼
児
の
食
事
と
お
や
つ
、調
理
　

実
演
な
ど

定
員
　
四
十
名

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
　
竹
の
旅
保
健
　

相
談
所

　
(
(
五
-
五
四
ニ
ー

競
争
入
札

―
参
加
願
い
を
受
付
中
―

昭
和
五
十
二
、
五
十
三
年
度
に
本
区

の
建
設
工
事
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
。
次
に
よ
り
所
定
の

様
式
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
物
品
関
係
で
昭
和
五
十
年
十

月
十
(
日
～
十
一
月
十
五
日
の
間
に
申

蹐
さ
れ
な
か
っ
た
方
も
受
付
け
し
て
い

ま
す
。

受
付
期
限
　
三
月
二
十
五
日
(
金
)

受
付
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
?
午
後

四
時
(
正
午
?
午
後
一
時
ま
で
は
除

く
。
な
お
、
土
曜
日
は
午
前
十
一
時

三
十
分
ま
で
)

※
区
内
業
者
の
方
は
2

二
月
五
日
(
土
)

午
後
}
畤
I

二
時
ま
で
相
映
と
受
付
を

行
な
い
ま
す

。

所
定
用
紙
　
東
京
都
財
務
局
所
定
様
式

(東
京
都
弘
済
会
で
販
売
)

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
工
事
関
係
・
=

契
約
第
一
係

物
品
関
係
・・・
契
約
第

二
係

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

近
代
の
部
落
差
別
③

名
称
を
廃
止
し
た
と
し
て
も
、
経

済
的
に
自
立
で
き
る
条
件
を
保
障
し

な
け
れ
ば
。
「
身
分
」
の
く
び
き
か

ら
解
き
放
つ
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
で

し
ょ
う
。

農
業
で
成
立
つ
社
会
で

、
農
民
で

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は

、
当
時
の

社
会
の
基
本
的
な
生
産
関
係
か
ら
除

外
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「お
ふ
れ
」ひ
と
つ
で
、土
地
の
所

有
が
可
能
に
な
っ
た
り
、制
約
さ
れ

て
い
た
職
業
(
そ
れ
も
人
の
い
や
が

る
)
か
ら
、新
し
い
分
野
へ
、ど
っ
と

開
放
さ
れ
る
わ
げ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、伝
統
的
な
皮
董

の
仕
事
な
ど
は
、新
し
く
お
こ
っ
て

き
た
企
業
の
手
に
う
ぱ
わ
れ
て
い

き
、
や
が
て

、旧
式
の
手
工
業
で
は
、

太
刀
う
ち
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

O
同
和
行
政
に
つ
い
て
は
、区
役
所
　

同
和
対
策
担
当
へ

○
差
別
に
か
か
わ
る
生
活
の
問
題
に

つ
い
て
は
　
(
五
〇
一

七
七
六
九

掲
示
板

■
年
金
保
険
料
を
改
定

昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら
国
民
年

金
保
険
料
が
改
定
さ
れ
、
月
額
二
千

二
百
円
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
。付
加
保
険
料
は
従
来
ど

お
り
。
月
額
四
百
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
国
民
年
金

課■
国
民
年
金
相
談

日
時
　
三
月
十
八
日
(
金
)
午
前
十
　

時
?
午
後
三
時
三
十
分

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
二

階
国
民
年
金
譁

■
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

―
薬
剤
散
布
作
業
―

期
間
　
三
月
十
五
日
?
九
月
三
十
日

資
格
　
十
(
歳
以
上
の
男
子

賃
金
　
一
日
三
千
六
百
円
(
四
月
か

ら
三
千
(
百
円
)

勤
務
時
間
　
午
前
(
時
三
十
分
?
午

後
五
時
(
た
だ
し
、
日
曜
・
祝
日

は
休
み
。
土
曜
日
は
午
前
中
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
衛

生
係

■
幼
児
グ
ル
ー
プ
を

募
集
し
ま
す

対
象
　
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
冫

昭
和
四
十
(
年
四
月
一
日
ま
で
の

生
ま
れ
で
幼
稚
園
、保
育
園
に
攝

園
し
て
い
な
い
区
内
在
住
の
幼
県

(
た
だ
し
、毎
回
母
親
が
同
伴
?

き
る
方
に
限
り
ま
す
)

開
催
期
間
　
四
月
十
五
日
?
十
月
七

日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
午
前
十
時

か
ら
一
時
間
(
小
学
校
等
の
夏
休

み
期
間
は
除
く
)

場
所
　
東
都
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
　
三
十
名
(
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
)

内
容
　
絵
本
、童
話
な
ど
に
親
し
み

想
像
力
を
伸
ば
す
。体
育
遊
ぴ
、

音
楽
リ
ズ
ム
活
助
、絵
画
な
ど

参
加
費
用
　
無
料

申
込
受
付
期
間
　
三
月
(
日
(
火
T

十
日
(
木
)
午
前
九
時
?
午
後
四

時
(
た
だ
し
、正
午
?
午
後
一
時

を
除
く
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
六
〇
異
卜
七

一
〇
一

■
愛
の
献
血
を

<
三
月
の
献
血
日
程
>

七
日
(
月
)
花
畑
小
学
校

十
日
(
木
)
北
千
住
駅
西
口

十
六
日
(
水
)
区
第
二
庁
舎

十
(
日
(

金
)
北
千
住
釈
西
口

二
十
二
日
(
火
)
竹
の
塚
駅
東
口

三
十
日
(

水
)
北
千
住
釈
西
口

■
区
民
教
養
講
座

日
時
　
三
月
十
二
日
(
土
)
午
後
二

時
?
四
時
三
十
分
(
無
料
)

場
所
　
区
青
年
館
三
階
ホ
ー
ル

内
容
・
講
師
　
千
住
食
売
旅
籠
屋
に

つ
い
て
・・・
勝
山
準
四
郎

足
立
の

獅
子
舞
に
つ
い
て
・・・
唐
沢
勝
敏

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
文
化

係■
三
月
の

安
売
り
デ
ー

肉
…
十
二
日
・
二
十
六
日
(
土
)

青
果
物
…
十
六
日
(
水
)

水
産
物
…
率
(
日
(
金
)

■
1
6ミ
リ
映
写
機
の

再
講
習
会

日
時
　
三
月
十
一
日
(
金
)
午
後
三
時
?

七
時
ま
で
(
無
料
)

場
所
　
区
青
年
館
三
階

内
容
　
フ
ィ
ル
ム
ーフ
ォ
ー
ラ
ム

申
込
方
法
　
修
了
証
を
持
S
の
う
え

直
接
、
講
習
会
場
へ
お
い
で
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
文
化

係
■
職
業
訓
練
生
募
集

―
製
く
つ
科
―

馴
練
期
間
　
一
年

募
集
人
員
　
二
十
翕

特
典
　
授
業
料
は
い
り
ま
せ
ん
。受

講
奨
励
措
置
が
あ
り
ま
す

資
格
　
製
く
つ
技
卵
を
身
に
つ
け
、

就
職
、
就
業
し
よ
う
と
す
る
方

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
三
月
十
五

日
(
火
)
ま
で
に
、都
立
足
立
高

等
職
業
訓
練
校
台
東
分
校
(
台
東

区
橋
場
一一
一一
六
　
都
産
業
労

勵
会
館
内

　
(
七
六一
二
九
六

一
)
へ

■
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時
　
四
月
三
日
(
日
)
午
前
九
時

場
所
　
中
川
堤
防
(
中
川
二
丁
目
公

圜
)

種
目
　
中
学
男
子
、中
学
女
子
、高

校
一
般
女
子
、一
般
男
子
、三
十

歳
代
、四
十
歳
代
、五
十
歳
代

参
加
費
　
申
学
生
一
人
三
百
円
、高

校
一
般
一
人
五
百
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
三
月
二
十

五
日
ま
で
に
森
田
芳
雄
方
へ
(

中

川
ニ
ー
ニ
五
-
五

　
六
〇
六
一

一
〇
四
九
)

都民体育大会足立区予選会
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